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Ai Ai一 (1+ ic)/Ai/2 Ai +χM(ri)ぅ (1)
竹 =-A:V M(r)/r=ri + c.c. (2) 
ここでAiとriは各々、素子tの、 Hopf振動の複素振幅と位置座標である。 A;はんの複素共
役である。入イは素子の感じる局所平均場で、結合関数Gとともに次で定義される。
M(r)三ヅムG(ri-r) ，仰)= ( ， nd_~n笠竺ム..J-~，-\.， ./ ， -¥.; -) (2π)D p2 (3) 
Dは空間次元、 cは実定数、 χ、b、ρは複素定数である。このモデルは、前提設定の単純さと


































• Oscillator Gauge Gl&ss Model :一般的な走化性振動子系から、縮約を経て、簡潔な位相モ
デルが導出で、きた。これにより、幾つかの解析計算も可能ならしめた。しかし実はこのモ
デルは、簡潔であっても簡単ではない。例えば、素子の空間自由度を静止させた場合、系




This work was partially supported by a Grant-in-Aid for Young Scientists (Start Up)ヲ
No.18840020， 2006うfromthe Japanese Ministry of EducationヲScienceうSportsand Culture. 
[1] D. T.、GenemlChemotαctic Model of Oscillαto爪 Phys.Rev. Lett.ヲ99134103 (2007). 
ホ Corrcspondingauthor: dan@u-fukui. ac .jp， dan@ton.scphys.kyoto-u.ac.jp， 0776-27-8795 
? ?
?
??? ?
